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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、および／または
　　（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少なくとも
１種の脂肪酸
を含む極性の油または脂肪と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマーおよび／またはコポリマーを含むベースポリマ
ーと
を含み、
　前記極性の油または脂肪がココヤシ油を含み、
　ポリイソブチレンを含有しない、皮膚用接着剤組成物。
【請求項２】
　少なくとも１種の粘着付与剤をさらに含む、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　前記粘着付与剤が、天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリセロールエステル、改
質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリトールエステル、改質ロ
ジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹脂、脂肪族石油炭化水
素樹脂および脂環式樹脂からなる群から選択される、請求項２に記載の接着剤組成物。
【請求項４】
　前記ベースポリマーが、少なくとも２種の不混和性モノマーを含む、請求項１に記載の
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接着剤組成物。
【請求項５】
　親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤をさらに含み、前記ガムまたはゲル増粘剤がカ
チオン性、アニオン性または非イオン性である、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項６】
　前記ゲル増粘剤が水溶性もしくは水膨潤性の親水コロイドまたはその混合物である、請
求項５に記載の接着剤組成物。
【請求項７】
　前記ゲル増粘剤が、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース（ＨＥ
Ｃ）、ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、ペクチン、カラゲナンおよびゼラチン
からなる群から選択される、請求項６に記載の接着剤組成物。
【請求項８】
　ココヤシ油と、鉱油と、ベースポリマーとを含み、ポリイソブチレンを含有しない接着
剤組成物を含む医用接着デバイス。
【請求項９】
　前記接着剤組成物が少なくとも１種の粘着付与剤をさらに含む、請求項８に記載の接着
デバイス。
【請求項１０】
　前記粘着付与剤が、天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリセロールエステル、改
質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリトールエステル、改質ロ
ジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹脂、脂肪族石油炭化水
素樹脂および脂環式樹脂からなる群から選択される、請求項９に記載の接着デバイス。
【請求項１１】
　前記ベースポリマーが、少なくとも２種の不混和性モノマーを含む、請求項８に記載の
接着デバイス。
【請求項１２】
　親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤をさらに含む、請求項１１に記載の接着デバイ
ス。
【請求項１３】
　前記ゲル増粘剤が水溶性もしくは水膨潤性の親水コロイドまたはその混合物である、請
求項１２に記載の接着デバイス。
【請求項１４】
　（ｉ）ココヤシ油と、
　（ｉｉ）ベースポリマーと、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、
　（ｉｖ）少なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、
　（ｖ）少なくとも１種の有益剤と
を含み、ポリイソブチレンを含有しない接着剤組成物を含む皮膚固定または経皮的薬剤送
達接着マトリックス組成物。
【請求項１５】
　（ｉ）ココヤシ油と、
　（ｉｉ）ベースポリマーと、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、
　（ｉｖ）少なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、
　（ｖ）少なくとも１種の有益剤と
を含み、ポリイソブチレンを含有しない造孔用接着剤組成物。
【請求項１６】
　前記ゲル増粘剤がカルボキシメチルセルロースであり、カルボキシメチルセルロースが
２５重量％～３６重量％の範囲で存在する、請求項７に記載の接着剤組成物。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、それぞれ２００９年１０月８日および２０１０年９月２１日に出願され、そ
の開示の全体が参照により本明細書に組み込まれている米国特許仮出願第６１／２７８，
５８７号および第６１／３８５，０４３号の優先権およびその利益を主張する。
【０００２】
技術分野
　本発明は、皮膚に適用できる接着剤組成物および医用接着デバイスにおけるその使用に
関する。本接着剤組成物は、独特の特徴である皮膚親和性（skin friendliness）（例え
ば、低アレルギー性）、再位置決め性（repositionability）、無痛除去性、および自然
抗菌活性を誘発する能力を有する。
【０００３】
背景
　従来の接着剤組成物、ならびに創傷被覆材（wound dressings）および造孔用製品（ost
omy products）は、多年にわたって知られている。当業界は好調に発展しているが、現在
の製品は、いくつかの重大な欠点を留めている。１つの不利点は、最初に適用した後、被
覆材を再位置決めできない点である。多くの従来の接着剤組成物についての他の問題は、
除去する際に経験する痛みである。こうして、上記の状態に対処する接着剤組成物、創傷
被覆材、または造孔用製品を設計することの強い要求が存続している。
【０００４】
　したがって、本発明の一態様は、最初に適用した後、再位置決めする必要性に対処し、
また除去する際に患者が経験する痛みの量を軽減する接着剤組成物、創傷被覆材、または
造孔用製品を提供することである。本発明の他の目的は、本発明の下記の記述から明らか
になるであろう。
【０００５】
発明の概要
　広く言うと、本発明の特徴は、本発明の一態様において、（ｉ）（ａ）少なくとも１種
のトリグリセリド、および／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アル
キル基である。）の少なくとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少な
くとも１種のホモポリマーおよび／またはコポリマーとを含む、皮膚に適用できる接着剤
組成物を作り出すことによって実現される。この接着剤組成物は、独特の特徴である皮膚
親和性、例えば低アレルギー性、無痛除去性、再位置決め性、および自然抗菌活性を誘発
する能力を有する。
【０００６】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含む接着剤組成物を含む医用接着デバイスに関する。
【０００７】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、（ｉｖ）少
なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、（ｖ）少なくとも１種の有益
剤（benefit agent）とを含む接着剤組成物を含む皮膚固定または経皮的薬剤送達接着マ
トリックス組成物に関する。
【０００８】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
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くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、（ｉｖ）少
なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、（ｖ）少なくとも１種の有益
剤とを含み、全体のトリグリセリド含量が、組成物の１重量％～６５重量％の範囲内にあ
る造孔用接着剤組成物に関する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】鉱油（Ｏｍ）およびココヤシ油（Ｏｃ）の粘度対温度プロフィールを示すグラフ
である。ココヤシ油は２０℃で溶融し、この温度点未満では、測定できる流動が存在しな
いことに留意されたい。
【００１０】
詳細な説明
　本発明は、皮膚固定デバイス、創傷被覆材および造孔固定（ostomy fixation）に使用
することのできる接着剤組成物に関する。
【００１１】
　創傷周囲皮膚の表皮が損傷される場合、かつ／または被覆材を除去する間に接着剤によ
って毛髪が引っ張られる場合に、痛みが感知される。創傷した皮膚上での、攻撃的過ぎる
接着剤は、新たに成長した組織に加えられる損傷のため、またその後の治癒の遅れのため
望ましくない。
【００１２】
　一般に、接着剤は、接着破壊、凝集破壊、または基質破壊という３つの形のいずれかで
機能しなくなる可能性がある。接着破壊の場合、接着剤は、接着剤／基質の界面で機能し
なくなって、残渣を残さない（例えば、無痛除去できる創傷被覆材、絆創膏（masking ta
pe））；接着剤は良好な内部凝集強度を有し、また界面強度が比較的弱い。凝集破壊は、
接着剤／基質の界面力が、接着剤の内部強度を超える場合に生じ、接着剤は、剥がれる際
に内部で破壊されことにより、除去後に基質上に接着剤の残渣が残る（例えば、毛髪から
、引っ張ってチューインガムを取り除く場合）。基質破壊は、接着強度および凝集強度の
両方が、基質の物質の強度を超える場合に生じて、接着剤を除去した際に、基質の物質が
引き裂かれる原因となる（例えば、体毛のワクシング（waxing））。
【００１３】
　皮膚接触接着剤については、凝集破壊は残渣を生じさせ、基質破壊は皮膚を損傷し痛み
をもたらすので、接着破壊が好ましい。
【００１４】
　１つのベンチマークとして、シリコーン接着剤は、一般に、無痛除去のゴールドスタン
ダードとみなされる。シリコーンは、表面エネルギーが低く、この独特の性状により、表
面を「濡らす（wet）」ことができる。シリコーンはまた凝集強度も低い。したがって、
凝集力補強体として、さらなる化学的架橋を導入する必要がある。創傷被覆材について、
接着剤は、柔らかく、かつやんわりとなるようにしばしば製剤化され、この柔らかさおよ
びやんわりさは、接着剤の貯蔵弾性率（Ｇ’）が低いことによって特徴付けられる。
【００１５】
　この低いＧ’（約５，０００～５００，０００Ｐａ）は、興味深い設計課題を作り出す
：Ｇ’が低いほど、凝集力は小さく、凝集破壊の機会、および残渣を残す可能性が増加す
る。実際に、多くの市販のシリコーン接着剤は、この問題を欠点としている。それらは、
接着／凝集破壊限界の末端で設計されている。シリコーン接着剤の残渣は、通常、せん断
力が最大となる被覆材縁部で観察される。
【００１６】
　この低いＧ’は、シリコーン接着剤に、その所望される再位置決め性および無痛除去特
性を付与する。しかし、シリコーン接着剤は天然の汗を吸収することができない。シリコ
ーンは、非常に良好に皮膚の輪郭をなぞるので、皮膚上に非多孔質の密着層を形成する。
シリコーン接着剤は、通例、高い透湿度（ＭＶＴＲ）を有し、これにより、接着剤層を通
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って汗が蒸発することが可能であると広告される。しかし、受動的な蒸発する汗の管理は
不十分なものである。１日着用した後に、捕集された汗に起因する皮膚の刺激および痒み
を観察することができる。蓄積された汗は、細菌の増殖を促進し、しばしば皮膚の刺激、
感染症および解離（maceration）の可能性を招く。したがって、皮膚親和性の水吸収剤を
組み込んで、皮膚から汗の水分を能動的に吸収し移送して除去することが重要である。親
水コロイド（hydrocolloid）接着剤は、この要求条件に適切に順応している。
【００１７】
　本親水コロイド接着剤の設計アプローチは、所望の再位置決め性および無痛除去性とい
う設計属性を達成するために、シリコーン接着剤のＧ’と同様な、接着剤のＧ’を得るこ
とを対象とする。この目標を達成するために、接着剤にトリグリセリドを組み込むことが
できる。
【００１８】
　通例、トリグリセリドは、それらが酸敗性の恐れがあり、また生分解され易いため、接
着製剤から意図的に排除される。しかし、高度に飽和した、または人工的に水素化したト
リグリセリドを注意深く選択することによって、酸敗性の悪影響を避け、またはなくすこ
とができる。創傷治療および造孔治療の場合、皮膚上または創傷ベッドに痕跡量の接着剤
残渣を残すことはしばしば避けられない。したがって、生分解性油がより望ましく、鉱油
などの生物学的に不活性な合成油と比較して接着製剤において思いがけない利点をもたら
す。
【００１９】
　本特許出願において、トリグリセリド、例えばココヤシ油および／または植物油におい
て顕著なトリグリセリドが、一般の皮膚接着剤、創傷被覆材および造孔用途において合成
油を完全にまたは部分的に置き換える能力を有することが実証される。さらに、トリグリ
セリドを高度に温度敏感性の接着剤として組み込むことができ、接着性が皮膚温度で活性
化されることも実証される。
【００２０】
　このような、高トリグリセリド含量を有する皮膚親和性接着剤は、経皮的に送達する用
途向けに、脂質可溶性の有益剤を組み込むように設計することができる。親水系有益剤の
ためには、乳化剤を組み込んで、トリグリセリド系接着剤マトリックス内に有益剤を懸濁
させる助けとすることができる。
【００２１】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含む、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含する。
【００２２】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含み、この脂肪酸が、高度に飽和した植物油に由来して
いる、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含する。
【００２３】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含み、植物油がココヤシ油である、皮膚に適用できる接
着剤組成物を包含する。
【００２４】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
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くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含み、植物油が、さらに改質した、精製した、未使用の
、分留したまたは水素化した供給源から得られる、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含
する。
【００２５】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）粘着付与剤とを含む、皮膚に適用できる接着
剤組成物を包含する。
【００２６】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリ
セロールエステル、改質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリト
ールエステル、改質ロジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹
脂、脂肪族石油炭化水素樹脂および脂環式樹脂からなる群から選択される粘着付与剤とを
含む、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含する。
【００２７】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）合成油とを含む、皮膚に適用できる接着剤組
成物を包含する。
【００２８】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）鉱油またはシリコーン油とを含む、皮膚に適
用できる接着剤組成物を包含する。
【００２９】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含み、このコポリマーが、少なくとも２種の不混和性モ
ノマーを含む、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含する。
【００３０】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤とを
含み、このガムまたはゲル増粘剤がカチオン性、アニオン性または非イオン性である、皮
膚に適用できる接着剤組成物を包含する。
【００３１】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤とを
含み、このゲル増粘剤が水溶性もしくは水膨潤性の親水コロイドまたはその混合物である
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、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含する。
【００３２】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤とを
含み、このゲル増粘剤が、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース（
ＨＥＣ）、ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、ペクチン、カラゲナン（carragea
n）およびゼラチンからなる群から選択される、皮膚に適用できる接着剤組成物を包含す
る。
【００３３】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含む接着剤組成物を含む医用接着デバイスを包含する。
【００３４】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）粘着付与剤とを含む接着剤組成物を含む医用
接着デバイスを包含する。
【００３５】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリ
セロールエステル、改質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリト
ールエステル、改質ロジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹
脂、脂肪族石油炭化水素樹脂および脂環式樹脂からなる群から選択される粘着付与剤とを
含む接着剤組成物を含む医用接着デバイスを包含する。
【００３６】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）粘着付与剤と、（ｉｖ）合成油とを含む接着
剤組成物を含む医用接着デバイスを包含する。
【００３７】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）粘着付与剤と、（ｉｖ）合成油とを含み、こ
の合成油が鉱油またはシリコーン油である接着剤組成物を含む医用接着デバイスを包含す
る。
【００３８】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーとを含み、このコポリマーが、少なくとも２種の不混和性モ
ノマーを含む接着剤組成物を含む医用接着デバイスを包含する。
【００３９】
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　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤とを
含み、このコポリマーが、少なくとも２種の不混和性モノマーを含む接着剤組成物を含む
医用接着デバイスを包含する。
【００４０】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤とを
含み、このコポリマーが、少なくとも２種の不混和性モノマーを含み、このゲル増粘剤が
水溶性もしくは水膨潤性の親水コロイドまたはその混合物である接着剤組成物を含む医用
接着デバイスを包含する。
【００４１】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、（ｉｖ）少
なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、（ｖ）少なくとも１種の有益
剤とを含む接着剤組成物を含む皮膚固定または経皮的薬剤送達接着マトリックス組成物を
包含する。
【００４２】
　一実施形態において、本発明は、（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、およ
び／または（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少な
くとも１種の脂肪酸を含む極性の油または脂肪と、（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーと、（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、（ｉｖ）少
なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、（ｖ）少なくとも１種の有益
剤とを含み、全体のトリグリセリド含量が、組成物の１重量％～２５重量％の範囲内にあ
る造孔用接着剤組成物を包含する。
【００４３】
　一実施形態において、このホモポリマーは、ホモポリマーゴムである。ホモポリマーゴ
ムの例には、イソブチレン、エピクロルヒドリンゴム、クロロプレンゴム、イソプレンゴ
ム、ブロモブチルゴムおよびクロロブチルゴム（ｃｈｌｏｒｏｂｕｔｙａｌ　ｒｕｂｂｅ
ｒ）が含まれるが、これらに限定されない。
【００４４】
　適切なコポリマーは、少なくとも２種のモノマーを含有し、これらのモノマーは、非常
に異なるガラス転移温度を有し、そのため互いに不混和性であり、室温で相分離する。こ
のようなコポリマーの例には、スチレンイソプレンスチレン（ＳＩＳ）、スチレンブタジ
エンスチレン（ＳＢＳ）、スチレンエチレン－ブチレンスチレン（ＳＥＢＳ）、スチレン
－エチレン－スチレン（ＳＥＳ）、スチレン－プロピレン－スチレン（ＳＰＳ）およびエ
チレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）が含まれるが、これらに限定されない。コポリマーは、Ｋｒ
ａｔｏｎ（商標）Ｄ　１１０７（Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）、Ｋｒａｔｏｎ（商
標）Ｄ　１１００、Ｋｒａｔｏｎ（商標）Ｄ１１０２、Ｋｒａｔｏｎ（商標）４０００、
Ｋｒａｔｏｎ（商標）Ｇ１６００、Ｋｒａｔｏｎ（商標）Ｇ４６００およびこれらの混合
物からなる群から選択されることが好ましい。コポリマーは、Ｋｒａｔｏｎ（商標）Ｄ１
１０７（Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）などのＳＩＳポリマーであることが、より好
ましい。
【００４５】
　一実施形態において、コポリマーはＳＩＳである。ＳＩＳは、接着剤を構築する基礎と
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して作用するベースポリマーを構成することができる。スチレンおよびイソプレンは、非
常に異なるガラス転移温度（Ｔｇ）（それぞれ＋１００℃および－６０℃）を有する。ス
チレンおよびイソプレンは不混和性であり、室温で相分離する：スチレンは結晶化するが
、イソプレンは液体のままである。ＳＩＳは、イソプレン鎖の両端にスチレンを有するの
で、硬化したスチレン結晶は、ナノスケールの物理的架橋剤として作用し、接着剤に完全
性をもたらし、その完全性が接着剤ミックスに凝集強度を付与する。一方、イソプレンは
低Ｔｇを有し、そのＴｇを、さらなる粘着付与剤によって修正する必要がある。さらに、
接着剤のＧ’は、しばしば油または脂肪である可塑剤の添加によって修正することができ
る。選択した油および粘着付与剤の化学的性質に応じて、油および粘着付与剤は、スチレ
ンおよびイソプレンに対する種々の度合いの親和力を有することができる。一般に、選択
した大抵の油および粘着付与剤は、中間ブロックであるイソプレン領域（Ｉ）には良好な
親和力を有し、また末端ブロックであるスチレン領域（Ｓ）には中間の親和力からゼロの
親和力を有して、凝集強度を保持する必要がある。
【００４６】
　適切な粘着付与剤は、しばしば低分子量を有すると共にイソプレンよりも高いＴｇを有
する。適切な粘着付与剤の例には、天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリセロール
エステル、改質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリトールエス
テル、改質ロジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹脂、脂肪
族石油炭化水素樹脂および脂環式樹脂が含まれるが、これらに限定されない。
【００４７】
　油（Ｏ）は、天然の植物もしくは動物から由来し（トリグリセリド）、または石油から
由来する（鉱油）。通例、天然のグリセリド系油は、酸化され易いことにより油を酸敗さ
せるため接着剤中に使用されない。酸敗の悪影響に対処するため、本発明者らは、天然の
、高度に飽和したココヤシ油（Ｏｃ）を使用する。Ｏｃは、９２％の飽和油高含量を有し
、このため水素化なしでもより長い貯蔵安定性をもたらす。通例、Ｏｃは、窒素ブランケ
ットまたは任意の他の酸素除去包装の必要性なしで、少なくとも２年間新鮮のままである
。貯蔵寿命をさらに長くするために、水素化したＯｃおよび／または酸化防止剤を使用し
て、酸敗過程を最小限とし、またはなくすこともできる。油は、イソプレン領域を希釈す
ることによって接着剤の貯蔵弾性率（Ｇ’）を低下させる手段を提供する。低いＧ’は、
接着剤が短時間に表面にぴったり密着することを可能にする。
【００４８】
　ココヤシ油は、鉱油（Ｏｍ）よりもはるかに低い粘度を有する。接着剤中の油の効果を
調べるため、一定量のベースポリマー（Ｋ）を、最大のタックに到達するまで、種々の量
の油と混合させることによって一連の実験を行った。Ｏ／Ｋミックスの粘着性（tackines
s）を、それぞれの混合比について指間で感じる。粘着性感覚試験は、迅速な定性的比較
である。定量的ではないが、油のタック有効性について、極めて有用な洞察をもたらす。
これらの結果を以下の表に示す。
【００４９】
　Ｏｍ／Ｋミックスについて、皮膚上の最大タックは、比率８／１（重量／重量）で感じ
られ、タック得点２／５（タック得点５／５が、現在のＳｕｒｅＳｋｉｎ　ＩＩ　Ｅｕｒ
ｏｍｅｄ親水コロイドについての評点とみなされ、またタック得点０／５はタックなしと
みなされる。）であった。タック得点は、体温および室温で同様である。Ｏｍ／Ｋミック
スは、良好な冷流動抵抗を有するが、タックに乏しいゴム様の油ゲルである。ゲルを室温
（すなわち約２５℃）で約８時間放置しても、ゲルは変形または形状変化しない。
【００５０】
　Ｏｃ／Ｋミックスについて、Ｏｍ／Ｋミックスと比較すると、タックははるかに高い。
最大タックは、重量／重量比１．６／１で生じ、体温でタック得点５／５である。Ｏｃ／
Ｋミックスは、室温では非常に堅く硬質であり、体温では非常に柔らかで粘着性の油ゲル
に変るという点で、非常に独特な特性を有する。室温におけるタック得点はわずかに１／
５である。この極端な温度依存性は、ココヤシ油の独特の溶融特性による：ココヤシ油は
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、２０℃で溶融する。
【００５１】
【表１】

【００５２】
　高い温度依存性は、非常に有用な利点をもたらす：すなわち、接着剤が、体熱で活性化
される。接着剤は、室温では十分に粘着しない。これにより、最初の被覆材適用の間、被
覆材を手で取り扱い、再位置決めすることが可能になる。被覆材が適所に置かれると、体
熱により油がゆっくり溶融し、接着剤は速やかに、１０分以内に皮膚にぴったり密着し、
強い接合が急速に構築される。
【００５３】
　ＯｍとＯｃとを比較すると、いずれの油も、接着剤のＧ’を低減させるために組み込む
ことができる。しかし、Ｏｃは、皮膚温度で皮膚へのはるかに高い接合能力を有する。油
は一般に、タックをもたらす粘着付与剤とみなされないが、Ｏｃの高い接合能力は、粘着
付与剤を使用せずとも、粘着性の接着剤ゲルを作ることを可能にする。これは、レオロジ
ー測定によって説明することができる：Ｏｃは、スチレン領域のＴｇピークを幅広くし低
くする。Ｏｃは、鉱油のそれと比較して、スチレン領域に対するより高い親和力を有する
。したがって、Ｏｃはスチレン領域を弱くして、接着剤にいくらかの凝集強度を失わせ、
粘着付与剤を必要とせずに、混合物が接着剤に変換されるのを可能にする。Ｏｃは、この
挙動を、Ｏｃ溶融温度（２０℃）を超えるときだけ示して、温度敏感性接着剤を形成する
。したがって、本発明者らは、Ｏｃの特徴の理解を得たことに基づいて、Ｏｃを用いて皮
膚親和性接着剤を製剤化した。
【００５４】
　本接着剤組成物は、親水コロイド（ＨＣ）として分類される流体吸収剤材料を含む。親
水コロイドは、皮膚固定デバイス、創傷被覆材、経皮パッチにおいて、また造孔用途にお
いて使用される。皮膚固定用途および創傷被覆材用途では、親水コロイド接着剤ミックス
はポリマーフィルムに積層されて、接着剤積層物を形成する。この積層物は、無傷皮膚に
適用され得（皮膚固定）、または創傷に適用され得て（創傷被覆材）、環境バリヤおよび
創傷クッションとして作用し、過剰の体汗および創傷滲出物を吸い取る。造孔固定系では
、純粋な親水コロイド接着剤をプレスしてリング形状とし、皮膚上に造孔パウチ（ostomy
 pouch）を接合するために使用される。さらに、本接着剤は、ストーマ周囲の保護バリヤ
またはシーラントとして使用して、流出液がストーマ周囲の皮膚と接触するのを遮断する
ことができる。
【００５５】
　本組成物は、ＩＶ被覆材、発泡接着剤および有縁発泡被覆材などの医用固定に適用する
ことができる。このような医用固定は、無痛除去、および創傷周囲皮膚への損傷が回避さ
れる特徴を有するであろう。ＩＶ被覆材は、ＩＶ注射孔を覆う皮膚バリヤとして作用する
透明／半透明な薄い被覆材である。発泡接着剤は、皮膚接触側上に接着剤コーティングを
有する発泡被覆材である。接着剤は、発泡体を接着させることが可能であり、看護師が発
泡体を縁取りするために二次的な接着剤を適用する必要なしに、創傷部位へのやんわりと
した接合をもたらす。有縁発泡被覆材は、発泡体に予め積層した接着剤の縁を有し、被覆
材は、二次的な接着剤を必要とせずに、そのまま使用される。
【００５６】
　適切な親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤は、水分を吸い取り、かつ接着剤組成物
に追加の凝集強度をもたらすという二重の目的を果たす。適切な親水性流体吸収性ガムま
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たはゲル増粘剤は、やんわりとしたタックをもたらすが、流体吸収はもたらさない。
【００５７】
　皮膚固定接着剤は、実験的設計を経て製剤化された。プロトコルは、一定量のベースＳ
ＩＳコポリマーから始まり、次いで粘着付与剤および油が反復して添加されて、連続相を
形成する。所望のタックを有するように、また接着剤ベースを形成するために、接着剤性
能を試験する。接着剤連続相を配合した後、固体不連続相または流体吸収性材料（例えば
、カルボキシメチルセルロースガム（ＣＭＣ））が添加される。添加されるＣＭＣの量に
応じて、連続相配合を修正する必要がある場合もあり、または修正する必要がない場合も
ある。
【００５８】
　ＣＭＣは、セルロースの改質塩である。ＣＭＣは、水分を吸い取り、かつ接着剤ミック
スに追加の凝集強度をもたらすという二重の目的を果たす。水吸収能力は、添加されるＣ
ＭＣの濃度に依存する。他の吸水性材料またはガムを、一緒に添加して、相乗的吸水効果
を達成することもできる。
【００５９】
　本明細書で使用される用語「に由来」は、「知られている機械的または化学的精製、分
離または抽出技術によって、高度に飽和した植物油から得られる」と定義される。例とし
て、本発明の一実施形態において、脂肪酸が高度に飽和した植物油に由来している場合に
、この用語が使用される。
【００６０】
　本明細書で使用される用語「から得られる」は、「知られている精製、分離または抽出
技術によって、これらの指定された供給源から生成もしくは合成される」と定義される。
例として、本発明の一実施形態において、さらなる改質した、精製した、未使用の、分留
したまたは水素化した供給源から植物油が得られる場合に、この用語が使用される。
【００６１】
　本明細書で使用される用語「有益剤」には、皮膚、毛髪もしくは爪中の、かつ／または
皮膚、毛髪もしくは爪上の所望の場所に送達される化粧剤または医薬品などの任意の活性
成分が含まれる。
【００６２】
　「化粧剤」とは、局所適用によって、例えば、毛髪、爪および／または皮膚について化
粧処置する、栄養素を供給する、かつ／またはコンディションを整えるのに適した任意の
成分を意味する。「医薬品」とは、本質的に疎水性または親水性のいずれかであり、局所
使用に適した任意の薬物を意味する。
【００６３】
　適切な有益剤の例には、鎮痛薬、ステロイド性および非ステロイド性の性質両方の抗炎
症剤、抗ヒスタミン剤、痒み止め、全身および局所麻酔薬、血管収縮薬；血管拡張薬、利
尿薬およびＡＣＥ阻害剤を含む血圧降下薬；強心剤、止血剤（hemostatics）および止血
薬（styptics）、粘液溶解薬、鎮咳薬、去痰剤、粘膜保護剤（mucoprotectants）、抗悪
性腫瘍薬（antineoplastics）、免疫剤（immunologic agents）、抗生物質、抗ウイルス
薬、抗糖尿病剤、気管支拡張剤、交感神経模倣薬、アドレナリン作動薬、アドレナリン遮
断薬、抗コリン作用薬、抗ムスカリン薬、鎮痙薬、骨格筋弛緩薬、子宮および抗片頭痛薬
、鎮静剤、催眠薬（hypnotics）、抗不安薬、中枢神経系興奮剤、抗うつ薬および他の向
精神薬、抗てんかん薬、抗嘔吐薬ならびにホルモン（hormones）が含まれるが、これらに
限定されない。
【００６４】
　鎮痛薬には、アヘン剤（opiate）および非アヘン剤鎮痛薬ならびに合成および天然起源
両方のアンタゴニストが含まれるが、これらに限定されない。例には、モルヒネ誘導体、
コデイン誘導体、メタドン、プロポキシフェン、メペリジン、フェンタニル；レボルファ
ノールなどのモルヒナン、およびペンタゾシンが含まれるが、これらに限定されない。他
の鎮痛薬には、アセタミノフェンが含まれるが、これに限定されない。
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【００６５】
　非ステロイド性抗炎症剤のいくつかの例には、フェノプロフェン、イブプロフェン、ケ
トプロフェンなどのプロピオン酸；メクロフェナメートおよびメフェナム酸などのフェナ
ム酸（fenamates）；ジクロフェナック、エトドラック、インドメタシン、スリンダック
などの酢酸；ピロキシカムなどのオキシカム；ならびにナブメトンおよびオキシフェンブ
タゾンなどの他の薬剤が含まれるが、これらに限定されない。さらに、次の薬剤も鎮痛薬
／抗炎症剤として知られている：アスピリン、サリチル酸メチルなどのサリチレート；モ
ノグリコールサリチレート；サルサレート；オーラノフィンなどの金化合物；アロプリノ
ール、コルヒチンおよびメチセルジド。
【００６６】
　ステロイド性抗炎症剤の例には、ヒドロコルチゾン、プレドニソロン、デキサメタゾン
、トリアムシノロン、フルオシノロン、メチルプレドニソロン、ベータメタゾン、フルメ
タゾン、フルオロメトロン、ベクロメタゾンおよびフルオシノニドが含まれるが、これら
に限定されない。
【００６７】
　抗ヒスタミン剤は、Ｈ１もしくはＨ２アンタゴニストまたは他の型のヒスタミン放出阻
害剤とすることができる。Ｈ１アンタゴニストは、鎮静または非鎮静型とすることができ
る。Ｈ１－鎮静型抗ヒスタミン剤の例には、ジフェンヒドラミン、クロルフェニラミン、
トリペレナミン、プロメタジン、クレマスチンおよびドキシラミンが含まれるが、これら
に限定されない。Ｈ１－非鎮静型抗ヒスタミン剤の例には、アステミゾール、テルフェナ
ジンおよびロラタジンが含まれるが、これらに限定されない。Ｈ２アンタゴニストの例に
は、シメタジン、ファモチジン、ニザチジンおよびラニチジンが含まれるが、これらに限
定されない。ヒスタミン放出阻害剤の一例は、クロモリンである。
【００６８】
　局所麻酔薬の例には、ジブカイン、リドカイン、ベンゾカイン、ｐ－ブチルアミノ安息
香酸－２－（ジエチルアミノ）エチルエステル、プロカイン、テトラカイン、クロロプロ
カイン、オキシプロカイン、メピバカイン、ブピバカイン、コカイン、ピペロカイン、ジ
クロニンなどが含まれるが、これらに限定されない。
【００６９】
　血管収縮薬の例には、ナファゾリン、テトラヒドロゾリン、オキシメタゾリン、および
フェニレフリンが含まれるが、これらに限定されない。
【００７０】
　止血剤および止血薬の例には、トロンビン、フィトナジン、プロタミン、アミノカプロ
ン酸、トラネキサム酸、ルチン、ヘスペリジン、銀塩および第二鉄塩が含まれるが、これ
らに限定されない。
【００７１】
　抗菌薬の例には、サルファ薬、ペニシリン、セファロスポリン、テトラサイクリン、エ
リトロマイシン、アミノグリコシド、ポリペプチド抗生物質、フルオロキノロン、クロラ
ムフェニコール、クリンダマイシン、リファムピン、スペクチノマイシン、バンコマイシ
ン、バシトラシン、シクロスポリン、ダプソン、エタンブトール、エチオナミド、イソニ
アジド、ニトロフラントイン、ピラジナミドおよびトリメトプリムが含まれるが、これら
に限定されない。さらなる薬剤には、抗マラリヤ薬、抗アメーバ薬、抗原虫薬、駆虫薬、
殺シラミ薬および殺疥癬虫薬が含まれる。
【００７２】
　抗ウイルス薬の例には、フォスカーネットなどのウイルスＤＮＡポリメラーゼ阻害薬；
プロテアーゼ阻害薬、チミジンキナーゼ阻害薬、糖または糖タンパク質合成阻害薬、構造
タンパク質合成阻害薬、付着および吸着阻害薬、アマンタジン、ならびにヌクレオシド類
似体、例えばアシクロビル、ジダノシン、ガンシクロビル、イドクスウリジン、リババリ
ン、トリフルリジン、ビダラビン、ザルシタビン、ジドブジンなど、アシクロビル、ペン
シクロビル、バラシクロビルおよびガンシクロビルが含まれるが、これらに限定されない
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。
【００７３】
　粘液溶解薬の例には、ヨウ化カリウム、チオシアン酸ナトリウム、尿素、グアニジン塩
酸塩、Ｎ－アセチルシステイン、ジチオテリトール、ならびにタンパク質分解酵素、例え
ばチモトリプシンおよびトリプシンなどが含まれるが、これらに限定されない。これらの
薬剤は、粘液の生成、ならびに生成された粘液の弾性および粘度に影響を及ぼすために使
用することができる。
【００７４】
　ホルモンの例には、インスリン、ＬＨＲＨ，成長ホルモン、カルシトニン、チロイドホ
ルモン、ならびに男性および女性ホルモン、例えばテストステロン、エストロゲンおよび
プロゲステロンなどが含まれるが、これらに限定されない。
【００７５】
　収斂薬の例には、アルミニウム塩、例えばミョウバン、酢酸アルミニウム、塩化アルミ
ニウム、アルミニウムクロロハイドレート（aluminum chlorohydrate）、硫酸アルミニウ
ム、アルミニウムジルコニウムクロロハイドレート（aluminum zirconium chlorohydrate
）など、次炭酸ビスマス、次硝酸ビスマス、カラミン、グルタラール、メテナミン、過マ
ンガン酸カリウム、レゾルシノール、硝酸銀、タンニン酸、カプリル酸亜鉛、塩化亜鉛、
酸化亜鉛、亜鉛ピリチオン、硫酸亜鉛およびウンデシレン酸亜鉛が含まれるが、これらに
限定されない。
【００７６】
　刺激剤、発赤薬および発疱薬のいくつかの例には、アントラリン、ベンゾインチンキ、
ショウノウ、カンタリジン、カプシクム、コールタール、イクタモール、杜松炭脂、メン
トール、バルサム、例えばペルーバルサムおよびトルーバルサムなどが含まれるが、これ
らに限定されない。
【００７７】
　局所抗真菌薬には、ハロプロジン、シクロピロックス、フルシトシン、ミコナゾール、
エコナゾール、クロトリマゾール、フルコナゾール、オキシコナゾール、スルコナゾール
、メトロニダゾール、イトラコナゾール、ケトコナゾール、ブタコナゾール、テルコナゾ
ール、ニスタチン、ポビドン－ヨード、トルナフテート、安息香酸、サリチル酸、酸化第
二水銀、レゾルシノール、トリアセチン、ウンデシレン酸ならびにそのカルシウム、銅お
よび亜鉛塩が含まれるが、これらに限定されない。
【００７８】
　局所麻酔薬には、上述の局所麻酔薬、ならびにベンジルアルコール、ショウノウ、ショ
ウノウメタクレゾール、杜松炭脂、メントール、フェノール、石炭酸ナトリウム（phenol
ate sodium）、レゾルシノール、サリチル酸メチル、テレビン油、ショウノウ、メントー
ル、ニコチン酸メチル、カプサイシン（ｃａｐａｓａｉｃｉｎ）、カプサイシン含有トウ
ガラシおよびカプサイシン含有の蕃椒脂油が含まれるが、これらに限定されない。
【００７９】
　角質溶解薬および焼灼剤の例には、サリチル酸、ポドフィラム樹脂、ポドリフォックス
、カンタリジン、クロロ酢酸および硝酸銀が含まれるが、これらに限定されない。
【００８０】
　局所殺菌剤および消毒薬の例には、チメロサール、フェノール、チモール、塩化ベンザ
ルコニウム、塩化ベンゼトニウム、クロルヘキシジン、ポビドンヨード、塩化セチルピリ
ジニウム、ユージノール、臭化トリメチルアンモニウムなどが含まれるが、これらに限定
されない。
【００８１】
　短鎖脂肪酸（ＳＣＦＡ）は、炭素６個未満の脂肪族尾部を有する脂肪酸である。本発明
の実施において有用な短鎖脂肪酸には、酢酸、プロピオン酸、イソ酪酸（２－メチルプロ
ピオン酸）、酪酸、イソ吉草酸（３－メチルブタン酸）、吉草酸（ペンタン酸）、カプロ
ン酸（ヘキサン酸）が含まれるが、これらに限定されない。
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【００８２】
　中間鎖脂肪酸（ＭＣＦＡ）は、６～１２個の脂肪族尾部を有する脂肪酸である。本発明
の実施において有用な中間鎖脂肪酸には、カプロン酸（Ｃ６）、カプリル酸（Ｃ８）、カ
プリン酸（Ｃ１０）およびラウリン酸（Ｃ１２）が含まれるが、これらに限定されない。
本発明の一実施形態において、２（Ｃ６）：５５（Ｃ８）：４２（Ｃ１０）：１（Ｃ１２
）のブレンドであるココヤシ油は、好ましい脂肪酸供給源である。
【００８３】
　長鎖脂肪酸（ＬＣＦＡ）は、炭素１２個を超える脂肪族尾部を有する脂肪酸である。本
発明の実施において有用な長鎖脂肪酸には、ミリスチン酸（炭素１４個）、パルミチン酸
（炭素１６個）、オレイン酸（炭素１８個－単不飽和）、ステアリン酸（炭素１８個－飽
和）およびエルカ酸（炭素２２個）が含まれるが、これらに限定されない。本発明の一実
施形態において、ミリスチン酸およびパルミチン酸が、好ましい長鎖脂肪酸である。
【００８４】
　極長鎖脂肪酸（ＶＬＣＦＡ）は、炭素２２個を超える脂肪族尾部を有する脂肪酸である
。極長鎖脂肪酸は、本発明の実施において有用である。
【００８５】
　本発明の実施において有用である必須脂肪酸には、アルファリノレン酸、エイコサペン
タエン酸、ドコサヘキサエン酸およびガンマリノレン酸が含まれるが、これらに限定され
ない。本発明の一実施形態において、アルファリノレン酸およびエイコサペンタエン酸が
好ましい。
【００８６】
　親水コロイドは、創傷治療技術において知られている。本発明の実施において有用な親
水コロイドには、吸水性および／または水膨潤性材料、例えばカルボキシメチルセルロー
ス、ペクチン、ゼラチン、高分子量カーボワックス、カルボキシポリメチレン、カルボキ
シメチルデンプン、アルギン酸、カラゲナン、ゼラチン、柑橘類ペクチン、粉末ペクチン
など、合成または天然ゴム、例えばグアールガム、アラビアゴム、ローカストビーンガム
（locust bean gum）、カラヤなど、ならびにこれらの混合物が含まれるが、これらに限
定されない。
【００８７】
　本発明の一実施形態において、創傷被覆材は、エラストマー質バインダーおよび粘着付
与剤を含有することができる。
【００８８】
　本発明の実施において有用なエラストマー質バインダーには、二ブロック、三ブロック
または多ブロックエラストマー質コポリマー、例えばオレフィン系コポリマー、例えばス
チレン－イソプレン－スチレン、スチレン－ブタジエン－スチレン、スチレン－エチレン
／ブチレン－スチレンまたはスチレン－エチレン／プロピレン－スチレンなどであり、例
えばＫＲＡＴＯＮ（登録商標）エラストマー樹脂の商標名のもとにＳｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手できるものなど；ポリウレタン、例えばＬＹＣＲＡ（
登録商標）ポリウレタンの商標名のもとにＥ．Ｉ．Ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒ
ｓ　Ｃｏ．から入手できるものなど；ポリアミド、例えば商標名ＰＥＢＡＸ（登録商標）
ポリエーテルブロックアミドの商標名のもとにＡｔｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙから入手できるポリエーテルブロックアミドなど；またはポリエステル、例えばＨＹＴ
ＲＥＬ（登録商標）ポリエステルの商標名のもとにＥ．Ｉ．Ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅ
ｍｏｕｒｓ　Ｃｏ．から入手できるものなど；天然ゴム、シリコーンゴム、ポリイソブチ
レンゴム、およびアクリロニトリルゴムが含まれるが、これらに限定されない。一例示的
実施形態において、ＫＲＡＴＯＮ（登録商標）オレフィン系コポリマーが好ましい。
【００８９】
　粘着付与剤には、マツ由来ロジン（松脂）（ガムロジン、ウッドロジン、トール油ロジ
ン）および水素化したロジン；炭化水素および水素化した炭化水素樹脂、例えばＣ５脂肪
族樹脂、Ｃ９芳香族樹脂、およびＣ５／Ｃ９脂肪族／芳香族樹脂；純粋モノマー、水素化
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した純粋モノマー、ならびに水性分散物が含まれるが、これらに限定されない。その商標
名で知られている代表的な粘着付与剤は、ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５およびＡＲＫＯＮ
（登録商標）Ｐ１１５である。ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５は、炭化水素粘着付与剤であ
る。ＡＲＫＯＮ（登録商標）Ｐ１１５は、水素化した炭化水素粘着付与剤である。本発明
の一実施形態において、ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５およびＡＲＫＯＮ（登録商標）Ｐ１
１５が好ましい。
【００９０】
本発明の創傷被覆材の製造
　本発明の創傷被覆材は、当業者に知られている方法により、成分をブレンドすることに
よって調製される。
【００９１】
　例えば、本発明の一実施形態において、本創傷被覆材は、脂肪酸（例えばココヤシ油か
ら得られる）と親水コロイドとを単にブレンドすることによって調製される。
【００９２】
　本発明の他の実施形態において、本創傷被覆材は、脂肪酸、親水コロイドおよびエラス
トマーをブレンドすることによって調製される。
【００９３】
　本発明のさらなる実施形態において、本発明の創傷被覆材は、脂肪酸、親水コロイド、
エラストマーおよび粘着付与剤をブレンドすることによって調製される。本発明の一実施
形態において、エラストマーは、最初に１種または複数の脂肪酸とブレンドされる；次い
で、他の成分が添加される。
【００９４】
　さらに他の実施形態において、脂肪酸の混合物を使用することができる。例えば、中間
鎖脂肪酸、必須脂肪酸および長鎖脂肪酸を比率１：１：１でブレンドして、脂肪酸の混合
物を作り出すことができる。また、この混合物中のそれぞれの脂肪酸の比率を調節するこ
とができ、特定の脂肪酸は、配合者が所望する中心的な脂肪酸である。言い換えると、中
間鎖脂肪酸、必須脂肪酸および長鎖脂肪酸の混合物をブレンドでき、この場合必須脂肪酸
が中心的な脂肪酸である。また、脂肪酸の混合物は、必須脂肪酸と長鎖脂肪酸との混合物
などの、単に２種の脂肪酸でも構成され得る。中間鎖脂肪酸と長鎖脂肪酸との混合物も実
行可能である。これらの２種の脂肪酸の比率は１：１とすることができ、または一方の脂
肪酸を中心的とすることができる。さらに、１種類の脂肪酸の混合物を使用することがで
きる。例えば、アルファリノレン酸およびエイコサペンタン酸などの必須脂肪酸の混合物
を使用することができる；前記脂肪酸は、等部とすることができ、または１種を中心的と
することができる。ミリスチン酸、エルカ酸およびステアリン酸などの長鎖脂肪酸の混合
物が、実行可能であり、前記酸は、等部とすることができ、または１種を中心的とするこ
とができる。
【００９５】
　さらに、多くの脂肪酸のブレンドを調製することができる。例えば、本発明の一実施形
態において、アルファリノレン酸、ココヤシ油、エルカ酸、ミリスチン酸およびエイコサ
ペンタン酸から構成される脂肪酸ブレンドを、本発明の創傷被覆材において使用すること
ができる。所望される場合、前記脂肪酸は均等な割合とすることができ、または１種もし
くはいくつかの脂肪酸を中心的とすることができる。例えば、アルファリノレン酸および
ココヤシ油を中心的とすることができる。
【００９６】
　下記の実施例から、本発明のいくつかの態様を、さらに詳細に理解することができる。
【００９７】
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【表２】

【００９８】
　低Ｇ’および無痛除去を達成するため、低Ｔｇを有する液体粘着付与剤Ｗｉｎｇｔａｃ
ｋ　１０を使用する。さらに、ポリイソブチレンＯｐｐａｎｏｌ　Ｂ１２（ポリイソブチ
レン、ＰＩＢ）を使用して、良好な皮膚の湿潤性をもたらす。ＣＭＣは、吸水能力をもた
らす。Ｏｃは、低Ｇ’、皮膚親和性をもたらし、接着剤の熱活性化を可能にする。ＳＩＳ
は、凝集力をもたらし、接着剤の基材の役割を果たす。
【００９９】
　この接着剤は、高いタック５／５、再位置決め性、ほとんど無痛の除去をもたらし、ま
た残渣を全く残さない。
【０１００】

【表３】

【０１０１】
　ＰＩＢが、成形可能な接着剤の主要基材をもたらす。ＳＩＳは、凝集強度をもたらす。
Ｏｃは、可塑剤および皮膚親和性加湿剤の役割を果たす。ペクチンおよびＣＭＣは、水を
吸収し、バランスのとれたｐＨをもたらす。
【０１０２】
　この接着剤は、完全に成形可能であり、残渣を全く残さず、また無痛で除去できる。粘
着付与剤を使用していないので、成形の間または適用の過程で手に残渣を残さない。
【０１０３】
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【表４】

【０１０４】
　下記の非限定的な例示配合物は、本発明の実施について例示する：
【０１０５】
【表５】

【０１０６】
　実施例ＸＸは、ＣＭＣの干渉なしで、ココヤシ油が接着剤に及ぼす効果を実証している
。
【０１０７】
　実施例Ｘ（Ｏｃ／Ｋ＝１．６）
　　ａ．６２重量％のココヤシ油
　　ｂ．３８重量％のＫｒａｔｏｎ　１１６１
【０１０８】
　実施例１は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．３０重量％のココヤシ油、
　　ｂ．２５重量％のカルボキシメチルセルロース
　　ｃ．３０重量％のエラストマー（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標））１１６１
　　ｄ．１５重量％の粘着付与剤（ＡＲＫＯＮ（登録商標）Ｐ１１５）
【０１０９】
　実施例２は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．６．０重量％のココヤシ油
　　ｂ．３６重量％のカルボキシメチルセルロース
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　　ｃ．１８重量％のエラストマー（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標））１１６１
　　ｄ．４０重量％の粘着付与剤（ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５）
【０１１０】
　実施例３は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．５０重量％のココヤシ油
　　ｂ．５０重量％のカルボキシメチルセルロース
【０１１１】
　実施例４は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．３０．０重量％のアルファリノレン酸
　　ｂ．２５重量％のカルボキシメチルセルロース
　　ｃ．３０重量％のエラストマー（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標））
　　ｄ．１５重量％の粘着付与剤（ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５）
【０１１２】
　実施例５は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．６．０重量％のミリスチン酸
　　ｂ．３６重量％のカルボキシメチルセルロース
　　ｃ．１８重量％のエラストマー（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標））
　　ｄ．４０重量％の粘着付与剤（ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５）
【０１１３】
　実施例６は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．３０．０重量％の、ココヤシ油とアルファリノレン酸とミリスチン酸との１：１
：１混合物；
　　ｂ．２５重量％のカルボキシメチルセルロース
　　ｃ．３０重量％のエラストマー（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標））
　　ｄ．１５重量％の粘着付与剤（ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５）
【０１１４】
　実施例７は、本発明の一態様の代表的な組成物である。
　　ａ．５０．０重量％の、ココヤシ油とアルファリノレンとミリスチン酸との１：２：
１混合物；
　　ｂ．２５重量％のカルボキシメチルセルロース
　　ｃ．１５重量％のエラストマー（ＫＲＡＴＯＮ（登録商標））
　　ｄ．１０重量％の粘着付与剤（ＦＯＲＡＬ（登録商標）８５）
【０１１５】
実施例８－臨床例
　本発明の創傷被覆材組成物は、
　ｉ）慢性および急性、中間～重症滲出性の、部分および完全厚さにわたる、表面創傷を
含めた創傷、
　ｉｉ）第２度の火傷、
　ｉｉｉ）圧迫性潰瘍、段階ＩＩ～ＩＶ
の管理に効果的である。
【０１１６】
　本発明は、その精神または本質的特徴から逸脱せずに、いくつかの形態で具現化するこ
とができるので、本発明は、特に他に指定されない限り、上述の記述の細部によって何ら
制約されず、むしろ、添付の特許請求範囲において定義されるその精神および範囲内で広
く解釈されるべきであり、したがって全ての変更および修正は、特許請求範囲の境界線内
にはいると理解されよう。したがって、本発明は、添付の特許請求範囲によって定義され
る。
 
　本発明は以下の態様を包含し得る。
[１]　（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、および／または
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　　（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少なくとも
１種の脂肪酸
を含む極性の油または脂肪と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマーおよび／またはコポリマーを含むベースポリマ
ーと
を含む、皮膚に適用できる接着剤組成物。
[２]　前記脂肪酸が、高度に飽和した植物油に由来している、上記[１]に記載の接着剤組
成物。
[３]　前記植物油が、ココヤシ油である、上記[２]に記載の接着剤組成物。
[４]　前記植物油が、さらに改質した、精製した、未使用の、分留したまたは水素化した
供給源から得られる、上記[２]に記載の接着剤組成物。
[５]　粘着付与剤をさらに含む、上記[１]に記載の接着剤組成物。
[６]　前記粘着付与剤が、天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリセロールエステル
、改質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリトールエステル、改
質ロジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹脂、脂肪族石油炭
化水素樹脂および脂環式樹脂からなる群から選択される、上記[５]に記載の接着剤組成物
。
[７]　合成油をさらに含む、上記[１]に記載の接着剤組成物。
[８]　前記合成油が鉱油またはシリコーン油である、上記[７]に記載の接着剤組成物。
[９]　前記コポリマーが、少なくとも２種の不混和性モノマーを含む、上記[１]に記載の
接着剤組成物。
[１０]　親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤をさらに含み、前記ガムまたはゲル増粘
剤がカチオン性、アニオン性または非イオン性である、上記[１]に記載の接着剤組成物。
[１１]　前記ゲル増粘剤が水溶性もしくは水膨潤性の親水コロイドまたはその混合物であ
る、上記[１０]に記載の接着剤組成物。
[１２]　前記ゲル増粘剤が、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース
（ＨＥＣ）、ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、ペクチン、カラゲナンおよびゼ
ラチンからなる群から選択される、上記[１１]に記載の接着剤組成物。
[１３]　（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、および／または
　　（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少なくとも
１種の脂肪酸
を含む極性の油または脂肪と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマーおよび／またはコポリマーと
を含む接着剤組成物を含む医用接着デバイス。
[１４]　前記接着剤組成物が粘着付与剤をさらに含む、上記[１３]に記載の接着デバイス
。
[１５]　前記粘着付与剤が、天然ロジン、改質ロジン、天然ロジンのグリセロールエステ
ル、改質ロジンのグリセロールエステル、天然ロジンのペンタエリトリトールエステル、
改質ロジンのペンタエリトリトールエステル、フェノール改質テルペン樹脂、脂肪族石油
炭化水素樹脂および脂環式樹脂からなる群から選択される、上記[１４]に記載の接着デバ
イス。
[１６]　前記接着剤組成物が合成油をさらに含む、上記[１４]に記載の接着デバイス。
[１７]　前記合成油が鉱油またはシリコーン油である、上記[１６]に記載の接着デバイス
。
[１８]　前記コポリマーが、少なくとも２種の不混和性モノマーを含む、上記[１３]に記
載の接着デバイス。
[１９]　親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤をさらに含む、上記[１８]に記載の接着
デバイス。
[２０]　前記ゲル増粘剤が水溶性もしくは水膨潤性の親水コロイドまたはその混合物であ
る、上記[１９]に記載の接着デバイス。
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[２１]　（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、および／または
　　（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少なくとも
１種の脂肪酸
を含む極性の油または脂肪と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマーおよび／またはコポリマーと、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、
　（ｉｖ）少なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、
　（ｖ）少なくとも１種の有益剤と
を含む接着剤組成物を含む皮膚固定または経皮的薬剤送達接着マトリックス組成物。
[２２]　（ｉ）（ａ）少なくとも１種のトリグリセリド、および／または
　　（ｂ）式Ｒ－ＣＯ２Ｈ（式中、ＲはＣ３～Ｃ３０アルキル基である。）の少なくとも
１種の脂肪酸
を含む極性の油または脂肪と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のホモポリマーおよび／またはコポリマーと、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の粘着付与剤と、
　（ｉｖ）少なくとも１種の親水性流体吸収性ガムまたはゲル増粘剤と、
　（ｖ）少なくとも１種の有益剤と
を含み、全体のトリグリセリド含量が、組成物の１重量％～２５重量％の範囲内にある造
孔用接着剤組成物。
 

【図１】
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